
古
代
金
石
文
と

『耳
比
磨
利
帖
』

東

野

ム

ロ

、
》
{
●

之

、

は
じ

め

に

日
本
の
金
石
文
研
究
は
、
江
戸
時
代
中
期

の
好
古
趣
味
に
発
す
る
長

い
歴
史
を
持

つ
が
、

そ
の
初
期

の
著
作
と
し
て
、
玉

田
成
章

の
編
ん
だ

『耳
比
磨
利
帖
』

(天
明
七
年
、

一
七
八

七
年
序
)
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
法
帖
形
式

の
書

に
は
九
点

の
古
代
金
石
文
が
収

載
さ
れ
て
お
り
、
早
く
神
田
喜

一
郎
博
士
が
、
金
石
文
研
究
の
歴
史
を
叙
述
さ
れ
る
中
で
取

　
　

　

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ

の
価
値
を
余
り
高
く
は
評
価

で
き

な

い
と
さ
れ
た
点
は
、

大
筋
と
し
て
従
う

べ
き
で
あ
る
が
、
内
容
に

つ
い
て
詳
し
く
は
紹
介
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

歴
史
的
意
義

に
関
し
て
も
な
お
付
言
す

べ
き

こ
と
が
な

い
で
は
な

い
。

こ
の
小
文
で
は
、
改

め
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
若
干

の
私
見
を
記
す

こ
と
と
し
た

い
。

二
、
『耳
比
磨
利
帖
』

の
内
容

『耳
比
磨
利
帖
』
は
乾
坤

二
冊
か
ら
成
り
、
古
代
か
ら
近
世
前
期
ま

で
の
筆
蹟

一
三
五
点

を
法
帖

の
形

で
集
め

て
い
る
。
そ

の
標
題
を
順
に
列
挙
す
る
と
次
の
通
り

で
あ

る
。
古
代

の

金
石
文

や
写
経
切
等
に

つ
い
て
は
、
(

)
内
に
現
在
行
わ
れ
て
い
る
名

称
を
示
し
た
。

日
本
武
尊
書

城
州
八
幡
谷
邑
氏
墓
所
伝

聖
徳
太
子
書
(戸
隠
切
)

嵯
峨
法
王
門
所
蔵

聖
武
天
皇
震
翰

(大
聖
武
)

同

光
明
皇
后
令
藻
乃
為
真
跡

南
都
仏
足
石
所
勒

(仏
足
跡
歌
碑
)

嵯
峨
天
皇
震
翰
摘

一
聯

嵯
峨
法
王
門
所
蔵

大
職
冠
藤
公
書

(多
武
峯
切
)

洛
陽
広
沢
氏
蔵

吉
備
公
書

同
(虫
喰
切
)

菅
丞
相
書

(讃
岐
切
)

同

舎
人
親
王
書
南
都
興
福
寺
之
露
盤
銘
(薬
師
寺
東
塔
擦
銘
)

江
都
牛
山
世
龍
墓
所
蔵

具
平
親
王
書

明
人
墨
帖
所
載
(戯
鴻
堂
帖
)

藤
原
恵
美
朝
臣
書
(東
大
寺
封
戸
処
分
勅
書
)

東
大
寺
蔵
什

江
都
牛
山
世
龍
墓
所
蔵

藤
原
朝
臣
敏
行
書

高
雄
山
鍾
銘

(神
護
寺
鐘
銘
)

菅
丞
相
書

兵
庫
真
光
寺
蔵

小
野
道
風
書
(道
澄
寺
鐘
銘
)

和
州
栄
山
寺
蔵
什

弘
法
大
師
書

嵯
峨
法
王
門
所
蔵

佐
理
卿
書

嵯
峨
法
王
門
所
蔵

南
都
興
福
寺
銅
燈
台
銘

(南
円
堂
銅
燈
台
銘
)

河
州
上
太
子
蔵

(叡
福
寺
蔵
聖
徳
太
子
未
来
記
)

源
頼
光
朝
臣
書

難
波
小
橋
邑
神
社
蔵
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源
摂
州
所
命
榜

丹
州
某
氏
蔵

源
義
家
君
書

大
坂
神
田
氏
蔵

源
頼
政
卿
書

嵯
峨
天
龍
寿
寧
院
蔵

鎮
西
八
郎
為
朝
書

洛
陽
出
雲
寺
蔵

伝
日
、
鎌
倉
殿
日
記
、
摘
二
三

源
頼
朝
卿
書

播
州
高
砂
三
浦
氏
蔵

源
判
官
書

泉
州
鋸
尾
北
村
氏
蔵

同

姫
路
惣
社
蔵

平
相
国
書

和
州
郡
山
光
慶
寺
蔵

平
判
官
康
頼
書

京
都
春
日
亀
氏
蔵

小
松
内
府
書

兵
庫
来
迎
寺
蔵

平
内
府
所
命
伊
都
岐
島
鍾
銘

平
能
州
書

泉
州
艸
部
大
塚
氏
蔵

平
薩
州
書

江
都
浅
艸
某
蔵

鎌
倉
殿
禁
榜

梶
原
景
時
書

河
州
高
安
薗
光
寺
竹
之
坊
蔵

〔平
行
盛
詠
草
〕

(原
題
欠
)

平
敦
盛
書

摂
州
須
磨
寺
蔵

熊
谷
二
郎
直
実
所
書
於
平
敦
盛
幌

同

慈
眼
大
師
書

泉
州
木
寺
氏
蔵

円
光
大
師
所
書
於
平
相
国
之
旗

大
坂

一
心
寺
蔵

朝
比
奈
三
郎
義
秀
書

河
州
高
安
薗
光
寺
竹
之
坊
蔵

佐
々
木
三
郎
盛
綱
旗
所
書

摂
州
四
天
王
寺
蔵

梶
原
平
三
景
時
書

備
前
滝
谷
三
村
氏
蔵

和
泉
三
郎
忠
衡
所
置
奥
州
松
島
燈
籠
銘

摂
州
丹
生
山
田
千
年
家
棟
札

伊
勢
三
郎
義
盛
書

泉
州
鋸
尾
北
村
氏
蔵

武
蔵
坊
弁
慶
書

摂
州
須
磨
寺
蔵

〔同
右
〕

摂
州
丹
生
山
田
鷲
尾
氏
蔵

常
陸
坊
海
尊
書

常
州
福
泉
寺
蔵

大
僧
正
慈
円
書

北
条
泰
時
書

摂
州
原
田
長
谷
川
氏
蔵

北
条
時
盛

・
同
重
時
文

河
州
金
剛
寺
蔵

最
明
寺
時
頼
書

大
坂
内
山
氏
蔵

越
前
州
織
田
邑
祠
鍾
銘

(剣
御
子
寺
鐘
銘
)

北
条
時
宗
書

鎌
倉
円
覚
寺
蔵

北
条
貞
時
書

鎌
倉
円
覚
寺
蔵

北
条
高
時
書

鎌
倉
円
覚
寺
蔵

千
葉
介
頼
胤
書

鎌
倉
円
覚
仏
日
庵
蔵

〔武
蔵
国
豊
嶋
郡
泉
福
寺
真
福
寺
両
寺
鐘
銘
〕

江
都
太
田
氏
所
墓

〔暦
応
三
年
〕

那
須
国
造
碑

下
野
国
那
須
郡
湯
津
里
所
置

函
石
(元
明
天
皇
陵
碑
)

南
都
善
城
寺
物

形
浦
山
碑

(采
女
氏
螢
域
碑
)

河
州
春
日
村
妙
見
寺
物

枚
人
碑
(高
屋
枚
人
墓
誌
)

河
州
磯
長
里
東
福
院
物

上
州
多
胡
碑

以
上

「乾
」
冊

後
醍
醐
天
皇
震
翰

洛
陽
広
沢
氏
蔵

大
塔
宮
尊
雲
親
王
書

同

尊
円
親
王
書

嵯
峨
法
王
門
所
蔵

同

同

花
園
院
々
宣

万
里
小
路
宣
房
卿
書

播
州
報
恩
寺
蔵

〔文
保
元
年
〕
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院
宣
万
里
小
路
藤
房
卿
書

摂
州
四
天
王
寺
蔵

〔建
武
二
年
〕

正
親
町
院
々
宣

摂
州
四
天
王
寺
蔵

〔永
緑
〕

北
畠
源
中
納
言
書

新
田
左
中
将
書

姫
路
正
明
寺
蔵

〔建
武
元
年
〕

同

洛
陽
尾
崎
氏
蔵

〔元
弘
三
年
〕

同

兵
庫
喜
多
風
氏
蔵

〔建
武
二
年
〕

楠
中
将
書

河
州
金
剛
寺
蔵

楠
中
将
書

河
州
観
心
寺
蔵

楠
正
行
書

同

楠
正
儀
書

同

足
助
次
郎
重
範
旗
所
書

摂
州
四
天
王
寺
蔵

備
後
三
郎
書

播
州
須
安
湯
浅
氏
蔵

足
利
尊
氏
公
書

播
州
赤
松
氏
蔵

〔延
文
二
年
〕

同

鎌
倉
円
覚
寺
蔵

　オ
　

足
利
義
栓
公
書

摂
州
能
勢
松
尾
氏
蔵

〔貞
治
六
年
〕

足
利
義
満
公
書

嵯
峨
天
龍
三
会
院
蔵

〔至
徳
乙
丑
〕

足
利
義
持
公
書

〔応
永
二
十
年
〕

足
利
義
教
公
書

播
州
赤
松
氏
蔵

右
兵
衛
督
源
持
氏
書

鎌
倉
寛
喜
寺
明
王
院
蔵

高
武
蔵
守
師
直
書

姫
路
那
波
氏
蔵

〔暦
応
元
年
〕

同

河
州
金
剛
寺
蔵

赤
松
円
心
則
村
書

播
州
報
恩
寺
蔵

赤
松
律
師
則
祐
書

同

〔観
応
三
年
〕

赤
松
伊
豆
守
元
祐
書

播
州
志
方
玉
田
氏
蔵

赤
松
左
京
大
夫
義
祐
書

播
州
法
華
山
地
蔵
院
蔵

管
領
細
川
頼
之
書

嵯
峨
天
龍
地
蔵
院
蔵

同
勝
元
書

嵯
峨
天
龍
真
乗
院
蔵

管
領
斯
波
義
将
書

濃
州
加
納
森
氏
蔵

〔嘉
慶
二
年
〕

大
内
左
京
大
夫
義
興
書

管
領
細
川
晴
元
書

難
波
小
橋
邑
神
社
蔵

大
内
左
京
大
夫
義
隆
書

城
州
横
大
路
村
上
氏
蔵

畠
山
左
衛
門
督
持
国
書

河
州
観
心
寺
蔵

三
好
長
慶
書

摂
州
西
宮
蔵

三
好
範
長
書

兵
庫
正
直
氏
蔵

〔天
文
九
年
〕

浮
田
氏
八
弥
女
書

須
磨
前
田
氏
蔵

橘
氏
女
書

摂
州
呉
田
吉
田
氏
蔵

〔元
徳
二
年
〕

氏
家

〔藤
原
氏
元
〕

濃
州
加
納
森
氏
蔵

〔天
文
十
五
年
〕

武
田
信
玄
書

嵯
峨
天
龍
妙
智
院
蔵

上
杉
謙
信
書

洛
陽
祥
光
寺
蔵

上
杉
中
納
言
書

同

〔天
正
十
年
〕

〔足
利
義
晴
〕

同

〔永
緑
十

一
年
〕

北
条
氏
政
書

濃
州
加
納
森
氏
蔵

平
信
長
公
書

嵯
峨
天
龍
妙
智
院
蔵

荒
木
摂
津
守
書

摂
州
西
宮
蔵

佐
久
間
右
衛
門
尉
書

西
蓮
寺
蔵

十
河
丹
波
守
重
存
書

泉
州
家
原
寺
久
蔵
院
蔵

〔永
緑
五
年
〕

滝
川
左
近
書

須
磨
前
田
氏
蔵

〔天
正
七
年
〕

加
藤
肥
後
守
清
正
書

〔江
都
片
岡
氏
蔵
〕
〔天
正
十
七
年
〕

藤
堂
少
将
高
虎
書

江
都
片
岡
氏
蔵

松
永
弾
正
少
弼
久
秀
書

大
坂
内
山
氏
蔵

安
芸
中
納
言
書

江
都
中
井
氏
蔵
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安
芸
中
納
言
書

播
州
赤
松
氏
蔵

小
早
川
隆
景
書

難
波
小
橋
邑
神
社
蔵

福
島
左
衛
門
正
則
書

摂
州
大
道
沢
田
氏
蔵

堀
尾
帯
刀
吉
晴
書

摂
州
大
道
沢
田
氏
蔵

増
田
右
衛
門
尉
長
盛
書

濃
州
加
納
森
氏
蔵

黒
田
如
水
軒
書

〔姫
路
芥
氏
蔵
〕

片
桐
市
正
書

姫
路
芥
氏
蔵

後
藤
又
兵
衛
尉
書

江
都
中
井
氏
蔵

後
藤
助
右
衛
門
書
議
糠
煤
次

姫
路
芥
氏
蔵

細
川
幽
斎
書

姫
路
明
石
氏
蔵

蜂
須
賀
阿
波
守
家
政
書

大
坂
阿
波
氏
蔵

仙
台
中
納
言
書

桑
名
侯
奉
納

大
坂
建
国
寺
蔵

小
堀
遠
州
書

浪
華
内
山
氏
蔵

石
川
丈
山
書

江
都
水
野
氏
蔵

東
下
野
守
常
縁
書

播
州
高
砂
井
沢
氏
蔵

楠
正
行
書

玉
田
成
章
蔵

僧

一
休
書

摂
州
四
天
王
寺
蔵

奥
州
宮
城
郡
市
川
邑
壺
碑
(多
賀
城
碑
)

以
上

「坤
」
冊

こ
れ
ら
の
資
料
の
出
処
や
玉
田
成
章
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
乾
冊
の
最
初
に
置
か
れ
た
玉

田
成
章
の
自
序
が
参
考
と
な
る
。

耳
比
磨
利
帖
自
序

先
輩
有
言
、
異
邦
人
之
嗜
書
也
、
恐
或
浬
散
、
必
模
写
刊
刻
帖
、
以
広
之
尚
翫
　
。
吾

東
方
、
文
明
永
治
、
遺
墨
陳
毫
、
亦
不
乏
於
千
載
之
下
。
錐
然
古
之
去
今
、
遠
　
。
今

之
見
後
、
又
加
遠
焉
。
旧
家
之
所
蔵
、
後
必
非
無
浬
沈
。
丙
午
之
冬
、
砥
役
摂
津
、
適

観
耳
比
磨
利
之
詠
。
実
千
載
之
遺
翫
也
。
乃
模
写
露
出
於
当
頭
、
併
従
来
所
観
覧
、
尽

以
手
刻
之
。
大

凡
標
於
比
帖
、
余
幸
得
者
也
。
未
尽
赫

々
、
焉
能
当
其
伯
之

一
乎
。
如

其
淘
汰
与
大
成

、
以
待
将
来
君
子
。
天
明
丁
未
仲
春
、
書
於
摂
津
長
柄
邸
舎
。
玉
田
成

章
團
圃

(先
輩
言
有
り

、
異
邦
人
の
書
を
嗜
む

や
、
浬
散
或
る
を
恐
れ
、
必
ず
模
写
し
て
刻
帖

を
刊
し
、
以
て
之
を
広
め
尚
翫
す
と
。
吾
が
東
方
、
文
明
永
く
治
ま
り
、
遺
墨
陳
毫
も

は
る
か

ま
た
千
載

の
下

に
乏
し
か
ら
ず
。
然
り
と
錐
も
、
古
の
今
を
去
る
、
遠
な
る
か
な
。
今

の
後
を
見
る
、
ま
た
遠
き
を
加
え
ん
。
旧
家

の
蔵
す
る
所
、
後
必
ず
し
も
浬
沈
無
き
に

た
ま
た

非
ず
。
丙
午

〔
天
明
六
年
、

一
七
八
六
〕

の
冬
、
摂
津
に
砥
役
し
、
適
ま

「
に
ひ
ば
り
」

あ
ら
わ

の
詠
を
観
る
。

実
に
千
載

の
遺
翫
な
り
。
乃
ち
模
写
し

て
当
頭
に
露
し
出
だ
し
、
併
せ

て
従
来
観
覧
す

る
所
、
尽
く
以
て
之
を
手
刻
す
。
大
凡
此
の
帖

に
標
す
る
は
、
余
の
幸

い
ず
く

い
に
得
た
る
者

な
り
。
未
だ
尽
く
さ
ざ
る
こ
と
赫

々
、
焉

ん
ぞ
能
く
其

の
伯

の

一
に
当

ら
ん
や
。
其

の
淘
汰
と
大
成
と
の
如
き
は
、
以
て
将
来

の
君
子
に
待

つ
。

天
明
丁
未

〔七

年
〕
仲
春
、
摂
津

の
長
柄
の
邸
舎
に
書
す
)

こ
れ
に
拠
る
と
、

玉
田
は
天
明
六
年
に
大
坂
在
番
を
命
ぜ
ら
れ

て
摂
津

に
下
向

し
た
ら
し

く
、
そ
れ
を
機
に

「
に
ひ
ば
り
」

の
詠
を
目
賭
し
て
、
こ
う
し
た
古

い
筆
蹟

の
浬
滅
す
る
の

を
恐
れ
、
自
ら

の
集

め
て

い
た
筆
蹟
、
拓
本
等
を
刊
刻
す
る
に
至

っ
た
こ
と
が
判
る
。
と
こ

ろ
で
こ
の
玉
田
は
、

末
尾

の
印
章

(図

1
)
に
よ
る
と
、
右
馬
丞

の
受
領
名
を
有
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
神
田
博
十
は
こ
の
人
物

の
素
姓
は
不
明
と
さ
れ
た
が
、

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』

巻

一
四
六
八
に
み
え

る
玉
田
忠

四
郎
盛
章
が
、
こ
の
人
物
に
当
た
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

盛
章
は
天
明
元
年
八
月

に
、
二
十
二
歳
で
跡
目
を
継
ぎ
、
御
小
姓
組

の
番
士
と
な

っ
た
。
「盛
」

と

「成
」

の
違

い
は
あ

っ
て
も
、
そ

の
名

の
類
似

は
注
目
に
値

し
、
著
作

に
は
、
実
名

の

「盛
」
を
省
画
し
て

「成
」
を
用

い
た

の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
大

坂

下
向

の
こ
と
が
見

え
な

い
の
は
、
記
述
が
省
か
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
『耳
比

磨
利
帖
』

の
序
が
記

さ
れ
た
天
明
七
年
に
は
、
二
十
八
歳
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
神
田
博

一4一
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(部分)

士
は
玉
田
成
章
に

つ
い
て
、
「
学
問
が
な
か

っ
た
」
と
評
さ
れ
た
が
、

む
し
ろ
若
年

の
旗
本

と
し
て
は
、
よ
く
努
め
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
は
、
収

録
さ
れ
た
史
料

の
所

蔵
先
を

一
瞥
し

て
も
了
解

で
き
る
。
即
ち
、
所
蔵
先
に
山
城

・
大
和

の
著
名
な
寺
社
を
含
む

の
は
当
然
と
し
て
、
摂
津
、
河
内
、
和
泉
、
播
磨
等

の
所
蔵
者
が
目
立

ち
、
そ

の
中

に
は
個

人
も
少
な
く
な

い
。
こ
れ
ら
の
資
料

の
中

に
は
、
玉
田
が
か
ね
て
よ
り
収
集

し
て
い
た
も

の

も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
多
く
は
大
坂
下
向

の
の
ち
に
集
め
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
天
明
六
年
冬

の
赴
任
か
ら
、
自
序
の
書
か
れ
た
翌
年

二
月

ま

で
に
、
そ
の
全

て

が
入
手
、
版
刻

で
き
た
と
見
る
の
は
早
す
ぎ
る
感
が
あ
り
、
実
際
の
刊

行
は
、
自
序

の
日
付

よ
り
や
や
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
当
時
は
京
都

に
藤
貞
幹

が
出
て
、
好
古

の
風
が
漸
く
考
証
学
的
な
方

　
　

　

 

向

に
向
か
お
う
と
す
る
時
期
で
は
あ

っ
た
も

の
の
、
研
究
が
盛
ん
に
な

る
の
は
い
ま
暫
く
後

の
こ
と

で
あ
る
。
多
胡
碑

の
図
版
の
よ
う

に
、
本
帖
か
ら

『集
古
十
種

』
に
踏
襲
さ
れ
た
図

版
が
あ
る
こ
と
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
前
掲

の
よ
う
な
多
種

の
資
料
を
集
め

て
刊

行
し
た
功
は
、
た
と
え
偽
物
を
含
む
に
せ
よ
、
決
し
て
没
せ
ら
れ
る

べ
き

で
は
な

い
。

た
だ
当
時

の
研
究

レ
ベ
ル
や
玉
田
の
出
自
か
ら
し
て
、
こ
の
帖

の
も
と
に
な

っ
た
資
料
が

す

べ
て
原
拓

や
実
物

で
な
か

っ
た

の
は
、
致
し
方
な

い
。
古
代
金
石
文

に

つ
い
て
見

て
も
、

文
学
に
崩
れ
や
変
形

の
目
立

つ
も

の
が
少
な
く
な
く
、
薬
師
寺
仏
足
石
碑

の
よ
う
に
部
分
し

か
載
録
し
て

い
な

い
も

の
も
あ

る
。
模
拓

や
写
し
の
類
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
、
恐
ら
く

間
違

い
あ
る
ま

い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
金
石
文
研
究

の
史
料
と
し

て
、
こ
の
帖
に
意
義
が

な

い
わ
け

で
は
な

い
。
次
節
で
こ
の
点
に

つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
み
よ
う
。

三
、
拓
影

の
史
料
価
値

本
帖

の
価
値
と
し

て
第

一
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
元
明
天
皇
陵
碑
の
載
録
で
あ
ろ
う

(図
2
)
。

こ
の
碑
は
、

『続
日
本
紀
』
養
老

五
年
十
月
丁
亥
条

に
見
え

る
元
明
天
皇

の
遺
詔
に
よ
り
作

ら
れ
た
と
さ
れ
る
も

の
で
、
原
碑
は
現
在
元
明
天
皇
陵
の
指
定
兆
域
内
に
あ
り

(非
公
開
)
、

　
ヨ

　

そ
の
研
究
史
や
伝
来

経
過
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
福
山
氏
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
以
降
、
藤
貞
幹

が
本
碑
に
関
す
る
論
及
を
始
め

て

い
た
が
、
碑
そ

の
も

の
に

つ
い
て
は
、

『東
大
寺
要
録
』
巻
八
裏
書

の
図

に
依
拠
し
て
お

り
、
拓
影

の
形

で
は
北
条
世
行

『集
古
法
帖
』

(寛
政

五
～
六
年
、

一
七
九
三
～
九

四
年
)

や
藤
貞
幹

『端
祥
斎

帖
』

(同
八
年
)
が
最
初
と

い
う
。
本
帖

の
拓
影
は
こ
れ
に
先
立

つ
も

の
で
、

い
ま

の
と
こ

ろ
最
古

の
所
収
例
と

い
え
よ
う
。
拓
影

か
ら
読
み
と
ら
れ
る
文
面
は
、

末
尾

の

「葬
」
字
を
欠
く
以
外
、
と
く
に
目
新
し

い
点
は
な

い
が
、
現
状
が
漫
滅

に
近

い
状

態

で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
不
正
確
と
は

い
え
、
碑
面

の
本
来

の
面
影
を
偲

ぶ
手
掛
り

と
な
る

(「
葬
」
字

が
欠
け
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
は
後
述
)
。

ま
た
こ
の
拓
影

の
標
題
に

「函
石

南
都
善
城
寺
物
」
と
あ
る
の
も
、
本
碑

の
古
く
か
ら

の
通
称
と
矛
盾
せ
ず
、
も
と
奈
良
坂
の
善
城
寺
に
伝
来
し
た
と
の
伝
え
を
支
証
す
る
も
の
で

あ
る
。

古
碑

の
十
八
世
紀
後
半
に
遡
る
情
報
が
得
ら
れ
る
と

い
う
点

で
は
、
采
女
氏
螢
域
碑
の
場

合
も
注
目
さ
れ
る

(図

3
)
。
こ
の
碑
は

「
己
丑
年
」

(持
統
天
皇
三
年
、
六
八
九
)

の
年
紀

を
有
す
る
金
石
文
と

し
て
名
高

い
が
、
現
在
所
在
を
侠
し
、
真
拓
、
模
拓
を
と
り
ま
ぜ
て
拓

影
で
文
面
が
知
ら
れ

る
ば
か
り
で
あ
る
。
本
碑

に
つ
い
て
は
近
江
昌
司
氏

の
研
究
が
あ
り
、

　
　

　

真
拓

の
同
定
と
、
釈
文

の
確
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

い
ま
そ
れ
を
掲
げ
れ
ば
次

の
通
り
で
あ

る
。
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傍
地
也

己
丑
年
十
二
月
廿
五
日

こ
れ
は
狩
谷
栖
斎

の
釈
読
を
近
江
氏
が
肯
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

「四
千

代
」
は

「四
十
代
」
、
「殿
木
」
は

「殺
木
」

(殺
は
異
体
字
使
用
)
と

み
る
異
説
が
古
く
か

ら
存
在
す
る
。

こ
こ

で
注
意
す
べ
き
は
、
『耳
比
磨
利
帖
』
所
収

の
拓
影
が
、
真
拓

・
模
拓

を
通
じ
、

こ
れ
ま
た
年
代

の
判
明
す
る
最
古

の
例
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
近
江
氏
は
、
山

田
孝
雄

・
香
取
秀
真

『古
京
遺
文
』

(大
正
元
年
初
版
)

に
転
載
さ
れ
た
そ

の
拓
影
に
言
及

さ
れ
な
が
ら
、
何
故

か

こ
れ
を
藤
貞
幹

の
説
に
依
拠
し
た
模
拓
と
し
、
あ
た
か
も
貞
幹

の

『端
祥
斎
帖
』

(寛

政
八
年
、

一
七
九
六
年
)
よ
り
後
出

の
も
の
で
あ
る
か

の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
拓

影
が
、
真
拓
と
見
ら
れ
る
静
岡
県
立
美
術
館
本
と

い
ず
れ
が
先
か
は
不

明
と
し
て
も
、
そ
の
古
さ
か
ら

い
っ
て
、
本
碑

の
銘
文
を
考
え

る
重
要
な

一
資
料
で
あ
る
こ

と
は
ま
ち
が

い
な
か
ろ
う
。

そ
こ
で

『耳
比
磨

利
帖
』

の
拓
影
を
み
る
と
、
近
江
氏
も
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
①

「墓
」

字
が
欠
字
と
な

っ
て

い
る
こ
と
、
②

「
四
千
代
」
と
あ
る
こ
と
、
③
日
付
が

「傍
地
也
」
に

続
く
形
で
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど

の
特
徴
が
あ
る
。
①
に

つ
い
て
は
、
本
書
収
録
の
元

明
天
皇
陵
碑

(図
2
)
や
高
屋
枚
人
墓
誌

(図
4
)
で
、
墓
や
死
亡

に
関
わ
る
文
字
が
欠
け

　
ら

　

て

い
る
こ
と
が
注
意

さ
れ
る
。

こ
の

「
墓
」
も
こ
と
さ
ら
欠
け
て
い
る
よ
う
に
表
現
し
た

の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
③

は
、
こ
の
拓
影
を

一
頁
分
に
収
め
る
便
宜
的
な
措
置
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
な
る
と

、
む
し
ろ
②

の

「
四
千
代
」
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
原
碑

の
古

い
段

階

で
の
情
報
を
伝
え

た
も

の
と
評
価
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た

「殿
木
」

の
個
所
は
、
「殿
」

「殺
」

(異
体
字
)

い
ず
れ
と
も
と

れ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば

「殺
」
に
近
く
、
こ
れ

き

も
同
様
な
評
価
が
下

さ
れ
よ
う
。
文
章

の
措
辞
と
し
て
も
、
「木
を
殺
る
」
が
自
然

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『耳
比
磨
利
帖
』
所
収

の
拓
影
は
、
原
物
の
失
わ
れ
た

こ
の
碑
に
つ
い
て
、
従

来
考
え
ら
れ
た
以
上

に
、
参
考
と
す

べ
き
価
値
を
保
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

同
様
な
こ
と
は
、

さ
ら
に
多
胡
碑

の
拓
影
に

つ
い
て
も
言
え
る
。
上
野
三
碑

の

一
つ
と
し

一6一
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て
あ
ま
り
に
も
名
高

い
こ
の
碑
に

つ
い
て
、
多
言
は
要
し
ま

い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

碑

の
江
戸
前
期
以
前

の
状
態

に
関
し
て
は
不
明

の
点
も
多
く
、
偽
作
説
す
ら
な

い
わ
け

で
は
な

い
。
本
書
所
収

の
拓
影
は
模
拓
と
は

い
え
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
貴
重

な
資
料
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
注
目

で
き

る
の
は
、
本
書

の
拓
影
が
、
多
胡
碑

の
原
字
形
を
よ
く
伝
え

て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
仲
川
恭
司
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
多
胡
碑

の
拓
本
の
中
に
は
、
現
在

の

多
胡
碑

の
字
形
と
異
な
る
形
を
含

ん
だ
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
多
胡
碑
本
体
に
加
刻

　
　

　

が
行
わ
れ
る
以
前

の
字
形
を
伝
え

て
い
る

(図

5
)
。
た
と
え
ば
現
在

の
多
胡
碑

(図

6
)
に
お
け

る

「緑
野
郡
」
の

「郡
」
字
は
、
他
に
五
回
現
れ
る

「郡
」
字
に
比
し
、

「
口
」
が
著
し

く
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た

「
正
五
位
下
」
の

「正
」
字
は
、
第
四

画
が
著
し
く
長

く
、
第

一
画
に
接
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
本
来

の
碑

の
文

字

に
は
な
か

っ
た
も

の
で
、
後
世

い
つ
の
時
点
か
に
加
刻
、
変
形
さ
れ
た
結
果
に
他
な

ら
な

い
。
こ
の
こ
と

は
、
碑

の
実
物

に

つ
い
て
見
る
と
明
瞭
に
看
取

で
き
、
「郡
」

の

場
合
、
当
初

の
横
長

の

「
口
」

の
字
画
が
残

っ
て
い
る
し
、
「正
」

で
は
第
四
画
の
彫

り
の
調
子
が
、

縦
画

の
上
半
と
下
半
と

で
異
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
原
碑

の
特
徴
を
念
頭
に
置

い
て
、
『耳
比
磨
利
帖
』
の
拓
影
を
み
る
と
、
「
郡
」

は
巾
広
の

「
口
」
を
持
ち
、
「正
」
は
通
常
の
形
で
あ
る
の
に
気
づ
く

(図
7
)
。
こ
の

拓
影
は
必
ず
し
も
上
質

の
出
来
と
は

い
え
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
右

の
点
で
は
碑

へ
の

加
刻
が
行
わ
れ

る
以
前

の
形
を
伝
え
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
問
題
は
こ
の
拓
影

が
、

い
つ
ご
ろ

の
拓
本
を
も
と
に
し
た
か
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
は

『俳
譜
多

胡
碑
集
』

(安
永
三
年
、

一
七
七
四
年
刊
)
所
載

の
図
が
参
考

に
な
る

(図
8
)
。
こ
の

図
で
は
笠
石

の
割
れ
目
が
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
文
字

の
表
現
も
か
な
り
写
実
的
で
あ

　
　

　

る
こ
と
が
、
小
池
浩
平
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
図

で
は
、
「官
」

「
甘
」
コ
一ご

コ
戸
」
、
四
行
目

の

「
位
」
な
ど

の
字

画
欠
損

が
図
示

さ
れ
、
末
行

の

「位
」
や

「石
」

の
字

の
傾
き
具
合
が
表
現
さ
れ
る
な
ど
、
努
め
て
原
碑

に
忠
実
で
あ

一7一
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ろ
う
と
し
た
跡
が
看
取
で
き
る
。
そ
こ
で
問
題
の

「郡
」
「
正
」

に
注
目
す
る
と
、

こ
こ
で
も
本
来

の
字
形
が
保
た
れ
て
い
る
と

判
断
で
き

よ
う
。
『耳
比
磨
利
帖
』

の
拓
影
が
仮
り

に
古

い
拓

本
に
基
づ
く
も

の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

『俳
譜
多
胡
碑

集
』

の
図
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
「
郡
」
「正
」
に
加
刻
が
な
さ
れ

た
の
は
、
少
な
く
と
も
十
八
世
紀
後
半
の
安
永

・
天
明
以
降
と

　
　

　

み
て
大
過
あ
る
ま

い
。

本
書

の
拓
影
か
ら
こ
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と
は
、

多
胡
碑

の
模
造
碑
を
考
え
る
上
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
あ
る
。

多
胡
碑

に
は
早
く
か
ら
模
造
碑
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
か
え

っ
て
真
碑

が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
説
も
提
起
さ
れ
て

き
た
。
現
在

で
は
、
模
造
碑

で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
そ

れ
ら
こ
そ
過
去
に
存
在
し
た
真
碑
を
忠
実
に
模
し
た
も

の
で
、

　
　

　

現
多
胡
碑
は
偽
作

で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
そ

の
理
由
は
お

お
む
ね
左

の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

ω
現
多
胡
碑
は
砂
岩
製
で
、
そ

の
脆
弱
な
石
質
で
は
、
現
状

の
よ
う
に
完
好
な
形
で
古
代
か
ら
伝
わ
る
と
は
考
え
が
た

い

。

②
そ
れ
に
対
し
、
横
尾
家

(群
馬
県
妙
義
町
)
の
碑

(図
9
)

　
り

　

や
三
浦
家

(福
島
県
耶
麻
郡
)

の
碑

(図

11
)
は
堅
緻
な

安
山
岩
製
で
、
文
字
も
古
風
を
と
ど
め
る
。

　
ロ

　

ω
仁
嬰
寺

(群
馬
県
吉
井
町
)
の
碑

(図
10
)
は
石
質
が
多

胡
碑
と
等
し
く
、
古
碑
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、
多
胡
碑

よ
り

や
や
降
る
時
期

に
作
ら
れ
た
真
碑
か
ら
の
模
造
で
あ

ろ
う
。

・
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,
驚

し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
偽
作
説
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
は
、
多
胡
碑

へ
の
加
刻
を
主
な

　ね
　

手
が
か
り
に
仲
川
氏

が
喝
破
さ
れ
た
通
り
で
あ
ろ
う
。
仲
川
氏
は
詳
説
を
省
か
れ
て
い
る
が
、

横
尾
家

の
碑
で
は

「郡
」

「正
」
が
加
刻
後

の
字
形
に
な

っ
て
お
り
、
仁
申
又
寺

の
碑
も

「郡
」

は
加
刻
後

の
形

で
あ

る
。
も
し
こ
れ
ら
が
真
碑
で
あ

っ
た
り
、
真
碑

の
忠
実
な
模
作

で
あ
る

な
ら
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
え
な

い
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
注
意

さ
れ
る
の
は
、
仁
申又
寺
碑
の

「正
」
字
が
加
刻
以
前
の
古

い
形
を
と
ど

め
て
い
る
こ
と

で
あ

る
。
模
造

の
精
度
か
ら
考
え

て
、
偶
然
と
は
思
わ
れ
ず
、
こ
れ
は
恐
ら

く
、
「
郡
」
「正
」

へ

の
加
刻

が
同
時

に
行

わ
れ
た

の
で
は
な
く
、
「
郡
」
よ
り
お
く
れ

て

「正
」

へ
の
加
刻
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
仲
川
氏
が
検
討
さ
れ
た
多
胡
碑

の
拓
本
の

中
に
、
「郡
」
が
改

刻
さ
れ
な
が
ら

「正
」

は
完
好
な
も

の
が
あ
る
の
は
、
そ

の
証
で
あ
る
。

仁
幽
又寺
碑
は
、
こ
の
よ
う
な
段
階
に
あ

っ
た
多
胡
碑
を
模
し
た
も
の
で
、
模
造
年
代
は
横
尾

家
の
碑
よ
り
遡
る
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
様
な
こ
と
は
、
残
る
三
浦
家

の
碑
に
も
当

て
は
ま
る
・

餅

三
浦
家

の
碑
は
、
下
部
三
分
の

一
ほ
ど
を
欠

い
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ

っ
て
、
こ

れ
の
み
を
も

っ
て
し

て
も
、
こ
こ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
要
素
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
た

だ

「正
」
字
は
古
形

を
と
ど
め
て
お
り
、
下
部
が
欠
け
た

の
は
二
次
的
な
断
裂

の
結
果
と
で

き
な

い
こ
と
も
な

い
が
、
碑
文

の
周
囲
に
あ
る
砂
目
状

の
縁
取
り
が
何
と
し
て
も
不
自
然

で
、

古
代

の
碑

に
は
例
を
見
な

い
。
仁
申
又寺
碑
と
同
様
、
少
し
古

い
段
階

で
の
模
造
と
判
断
す
べ

き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三

つ
の
碑
は
、

い
ず
れ
も
現
多
胡
碑

の
模
造
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
そ

の
古

い
も
の
が
い
つ
ご
ろ
の
製
作
で
あ
る
か
は
、
字
形

の
比
較
か
ら
は
判
明
し
な

い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る

の
が

『耳
比
磨
利
帖
』

の
拓
影

で
あ
る
。
そ
れ
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、

い
か
に
古

い
模
造
碑
で
も
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
と
見
当
を

つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
模
造
碑
が
真
碑
、
な

い
し
か

つ
て
存
し
た
真
碑

の
模
造

で
な

い
こ
と
は
、
書
風
か

ら
も
明
ら
か
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
の
み
で
は
万
人
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
仲



.
鵬
毒

＼

轟

争

粛

縛
鼻

穆
織

乱
メ

蜜

細

轍

、

.寧
瀬

ボ
撃
簿

罐
態

xく腐細ψ寮
讃

麟

ゴ
.鳶

愚

5

壌
独
黛
雪

鴻
イ

》
轡
勲

,・.宮

翼

.奮

欝

。

灘

繋

5　 0"脚 叩w懲 鰹一 脳 騨 ・wき

塁藩
＼＼鳶1叢 や ぷ 愛か

冨 ジ ゼ … 。 轡 ♪Aメ 驚嬢 ・
・∵曳 雪 嚥 ∵ 忘・、＼/瓢 メウ畿凱 ・

,a.極 ・や ・ 、魎 ・.β ・

凸aY<wS躯 〆 ㌦ 議 ご門晒な 、鰍 娠ご・＼ 論

譲 》轡 づ 暁 ふ認ぬ ＼償ぺ 鞭 穆 警:瀞 遍
瀞 ㌻ 。 ・ 珊 ・、 、.㍉ ・物 鴨轡 …

∴ 》 礁冠ACu'ご 菰 ぐ茎 調 ジ1欝

躍M、 ・ 、 … 噸 鰍 》 一 ■
帽 一 栖 一 。純/、.黛 轡 鍵 　

!晒 ジ ご電簗 誉 鱒ミ・

鷺導ゑ謬
k∵._〕 ボ 軌 礁 ㌧ 幅 蛎 沖穐"1・〆 〃 ㌶

国 ヅ ∴∴ ㌔ 礁 ・ 諮へ＼ 』湿 こ ・
い ・ 弊 。評 沸 ㌧ 蜘 や.一

鳶疑凄藩譲
横尾家碑図9図10 仁曳寺碑

10



、
'

、

鐸欝難 撫羅 襲轟i灘 囎縄懲騨購驚

謙
籍
灘鍵
愛

嬉

,
、

,
幻斐

蓼

霧

繋

箋

・・
諦
蓼

'

、憲
あ

姻騰

蟹
懇

勲
拶

ぐ

潟
が
器
麹
響
劉
擁
離

沼
曾

寵
劉
∵
蒙

∴
,、
＼
嘘

∵
摩

δ

滅

.
賦

塩ぜ

ガ

メ

レ

・
∴
,

ざ

篶

◎

ぴ
、鉱

ぐ

ご
、
・
、3

-

、弓

ー

鑑
ン

、
リ

ゴ

凄

・

、

≧
,

ン

ン

ー

ゼ

ー

さ

ん

,

臓

努

、～

ヒ
翼

・

・

ザ

、

毛

図11 三浦家碑

川
氏
の
指
摘
さ
れ
た
加
刻
の
事
実
に
加
え
、
『耳
比
磨
利
帖
』
の
拓
影
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
偽
作
説
に
対
す
る
客
観
的
な
反
証
が
提
示
で
き
る
と

い
う

べ
き

で
あ
ろ
う
。

な
お
多
胡
碑

の
素
材

で
あ
る
牛
臥
砂
岩
が
、
決
し
て
脆
弱
な
も

の
で
な

い
こ
と
は
既
に
明

ふ
お

　

ら
か
に
さ
れ
て

い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
根
拠

に
偽
作
説
を
唱
え

る
こ
と
が
で
き
な

い

　ね
　

 の
は
、
高
島
英
之

の
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。

四
、

お
わ
り

に

以
上
、
『耳
比
磨
利
帖
』
を
め
ぐ

っ
て
、
そ
の
成
立
と
性
格
、
古
代
金
石
文
批
判

へ
の
貢

献
点
な
ど
を
論
じ
て
き
た
。
古
代
金
石
文

の
中

で
は
、
元
明
天
皇
陵
碑

、
采
女
氏
坐
域
碑
、

多
胡
碑

の
三
件
を
取
り
あ
げ

る
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
そ
れ
ら

の
み
で
も

、
本
書

の
持

つ
価
値

が
必
ず
し
も
低
く
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
本
稿

で
は
私
の
能
力
の
故
に
、

平
安
時
代
以
降

の
資
料

に
は
ほ
と
ん
ど
論
及

で
き
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
、

磨
利
帖
』
再
検
討

の
動
き
が
生
じ
る
こ
と
を
願

っ
て

一
ま
ず
欄
筆
す
る
。

　

1
)

注

 

(
2
)

　 　

543
)))

 

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

『耳
比

神

田
喜

一
郎

「
日
本
金

石
学

の
沿
革

」

(
『芸
林
談
叢
』
、
法

蔵
館
、

一
九
八

一
年
。

一
九

七
二
年
初

出
)
。
以
下
、
同
氏

の
説
は
こ

の
論
文

に
よ
る
。

藤
貞
幹

に

つ
い
て
は
、
石
川
淳

「
京

の
墓
」

(
『前
賢
余
韻
』
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
)
、
藤
原
貞

幹
友

の
会

『藤
原
貞
幹

追
悼
号
』

(
一
九
九
六
年
)
、
上

原
真
人

「文
字
瓦
と
考
古
学
ー
藤
原
貞
幹

の
転
向
1

」

(日
本
考
古
学
協
会
総
会
実
行
委
員
会

『文
字
瓦
と
考
古
学
』
、
国
士
館
大
学
考
古
学
研

究
室

、
二
〇
〇
〇
年
)
な
ど
参
照
。

福

山
敏

男

「
元
明
天
皇
陵
碑
」

(著
作
集
六
、

一
九

八
三
年

)
。

近
江
昌
司

「
采
女
氏
螢
域
碑

に

つ
い
て
」

(
『
日
本

歴
史
』

四
三

一
号
、

一
九

八
三
年
)
。

本
文
で
先
述
し
た
元
明
天
皇
陵
碑
末
尾

の

「葬
」
、
高

屋
枚

人
墓
誌

の

「墓
」

「葬
」

が
、

あ
る
。
あ
る

い
は
不
詳
を
避
け

る
意

か
ら
出

た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

仲
川
恭
司

「
多
胡
碑
考
察
」
②

(
『専
修

国
文
』

三
六
号
、

一
九
八
五
年
)

小
池
浩
平

「
多
胡
碑
研
究

の
あ

ゆ
み
」

(新

し

い
古

代
史

の
会
編

『東

国
石
文

の
研
究
』
、

館
、

一
九
九
九
年
)
。

小
池
浩
平
前
注
論
文

に
よ

れ
ば
、
十

八
世
紀
半
ば
以
降
、

と
な

っ
た
よ
う

で
あ

る
が
、
玉

田
氏

の
身

分
か
ら
す
れ
ば
、

で
あ

ろ
う
。
ま
た

『耳
比
磨
利
帖
』

よ
り
古
く
、

東
江

・
高
橋

道
斎

『上
毛
多

胡
郡
碑
帖
』

(宝

暦
七
年
、

一
七

五
七
年

蹟
)
が
あ

る
が
、

は

『耳
比
磨

利
帖
』
よ
り
不

正
確

で
、

「郡
」

で
な

い
。

た
と
え
ば
、
滝
沢
精

一
郎

「
多
胡
碑
存
疑
」
、
同

「
「
多
胡
碑
存
疑
」
補
遺
」

六
号
、

一
九

七
〇
年

)
。

横
尾
家

の
碑

は
、
加
藤
諄

解
説

『多
胡
碑
』

(書
跡
名
品
叢
刊

一
〇
六
、

二
玄
社
、

群
馬

県
立
博
物
館

『日
本
三
古
碑

は
語
る
』

(
一
九

九
四
年
)

に
、
三
浦
家

の
碑

も

は
語

る
』

に
図
版
が
あ
る
。

そ
の
例

で

吉
川
弘
文

多
胡
碑

の
採
拓

は
領
主

の
禁
ず

る
と
こ
ろ

入
手
が
困
難
で
あ

っ
た
と
は

い
え
な

い

拓
影

の
形

で
多
胡
碑
を
紹
介
し
た
も

の
に
、
沢
田

そ

の
字

形

に

つ
い
て
は
ど

の
程
度

真
を
伝
え

て

い
る
か
、
定

か

(
『野
州
国
文
学
』
五
号
、

一
九
七
〇
年
)
、

『
日
本
三
古
碑

一11一



図
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二
玄

社
書
跡
名
品
叢
刊

『多
胡
碑
』

一
九

七
六
年

窯
轡
麟

塚

札
楓
劇

蓬

キ

参

轟

礎

あ
伎
為
学

右

織

を
磨

薫

誓

申

営
窺

ザ
蓮

朝

距
真

瑠
葬

底
払

移

幽ア

《
之
墓

入

平

+

一
年

へ
刃

干

言

記

14131211

巌

洩

も
翔

仁
嬰
寺

の
碑
は
、
加
藤
諄
解
説
注

10
前
掲
書
所
載

。

仲
川
恭
司
注

6
論
文
。

群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『矢

田
遺
跡
』

1
～
7
、

高
島
英
之

「
多
胡
碑
を
読
む
」

(注

7
前
掲
書

)
。

図12楊 貴氏墓誌(『 耳比磨利帖 』寛政 版)

 

一
九

九

〇

年

～

一
九

九

六

年

。

(追
記
)

本
稿

の
成
稿
後
、
大
正

三
年

(
一
九

一
四
)
に
複
製
さ
れ
た

『盤
韻
斌
雛
耳
比
磨
利
帖
』

上

・
下

(福
原
久
太

郎
編
輯
、
福
原
古
香
堂
発
行
)
を
触
目
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
本
書
は

印
刷
に
よ
る
複
製

で
は
あ
る
が
、
原
書
を
忠
実
に
襲

っ
て
い
る
。
た
だ
原
書
に
あ

っ
た
栗
嶋

内
山
の
後
序

(天
明

丁
未
年
春
三
月
付
)
が
省

か
れ
、
か
わ
り

に
下
の
末
尾
に
寛
政
丁
巳
後

七
月
念
五
日

(寛
政
九
年
閏
七
月
二
十
五
日
、

一
七
九
七
年
)
付
の
林
述
斎
の
践
が
付
く
な

ど
、
明
ら
か
に
後
刷
を
底
本
と
し
た
複
製

で
あ
る
。
収
録
作
品

の
排
列
や
頁
の
構
成
に
も
入

れ
替
え
が
あ
り
、
瞥
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
原
書
に
な
か

っ
た
楊
貴
氏
墓
誌
が

「吉
備
塚

大
和
国
蓮
平
寺
物
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
な
ど
、
内
容
に
も
出
入
り
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
後
刷
本

の
原
品

は
目
賭
し
て

い
な

い
が
、

『耳
比
磨
利
帖
』

の
史
料
的
価
値
は
、
や
は

り
修
訂
前

の
版

で
論

じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
楊
貴
氏
墓
誌

の
部
分
を
参
考
ま
で
に
付
載
す
る

(図
12
)
。
こ
の
墓
誌
は
享
保
年
間

に
発
見
さ
れ
た
と
伝

え
、
そ
の
後
現
地
宇
智
郡
大
沢
村
の
蓮
華
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
「蓮

平
寺
」
は
そ

の
寺
名

を
誤

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
墓
誌
を
め
ぐ
る
詳
細
は
、
近
江
昌
司

「楊
貴
氏
墓
誌

の
研

究
」

(『日
本
歴
史
』
二

一
一
号
、

一
九
六
五
年
)
参
照
。

(二
〇
〇
四
年

一
月

二
十
六
日
)
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図
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講
談
社
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日
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大
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1
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二
年

図
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小
池
浩
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提
供

図
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同
右


